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での腫瘍細胞への ALA-PDT の効果についても調べた。16 の血液検体を使用した。PDT が
急性 ATL などの高悪性度疾患では正常リンパ球に影響を与えることなく腫瘍細胞を効率的







成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATLL）に対して PDT と 5 アミノレブリン酸（5－ALA）
を組み合わせることで特異的に細胞死が誘導されることを報告してきた。今回は様々
なリンパ系腫瘍への ALA-PDT の有効性を検討し、また、従来の化学療法前後での
ALA-PDT の効果を検索した。16 の血液検体を使用し、PDT が ATLL などの高悪性
度疾患では正常リンパ球に影響することなく腫瘍細胞を効率的に細胞死に至らしめ







5-aminolevulinic acid-mediated photodynamic therapy can target
aggressive adult T cell leukemia/lymphoma resistant to conventional
chemotherapy
（5-アミノレブリン酸を用いた光線力学療法は通常の化学療法に抵抗
性の成人 T 細胞白血病/リンパ腫を標的とすることができる）
